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二
〇
〇
四
年
五
月

原
爆
文
学
研
究
会
報
｜

｜

第
十
号

原
爆
文
学
研
究
会

第
一
〇
回
原
爆
文
学
研
究
会
の
翌
日
（
二
〇
〇
四

終
わ
り
と
始
ま
り
の
場
所

年
三
月
二
一
日
）
参
加
者
を
募
り
、
レ
ン
タ
カ
ー

で
佐
世
保
周
辺
を
巡
っ
た
。
目
的
は
佐
世
保
戦
跡

探
索
。

最
初
に
訪
れ
た
の
は
「
特
攻
殉
国
の
碑
。
戦
争

」

末
期
に
作
ら
れ
た
水
上
特
攻
兵
器
「
震
洋
艇
」
部

隊
隊
員
た
ち
の
慰
霊
碑
で
あ
る
。
碑
は
訓
練
が
行

わ
れ
た
川
棚
魚
雷
艇
訓
練
所
跡
地
の
一
角
に
建
て

ら
れ
て
お
り
、
振
り
返
れ
ば
か
つ
て
特
攻
訓
練
が

繰
返
し
行
わ
れ
た
湾
内
が
見
え
る
。
静
か
に
波
打

、

。

つ

あ
ま
り
に
も
穏
や
か
な
海
が
広
が
っ
て
い
た

続
い
て
浦
頭
引
揚
げ
記
念
公
園
へ
。
大
陸
や
南

洋
諸
島
か
ら
の
引
揚
げ
者
が
上
陸
し
た
浦
頭
検
疫

所
近
く
の
小
高
い
丘
の
上
に
引
き
揚
げ
者
の
写
真

や
所
持
品
等
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
人
々
は
そ
こ

か
ら
七
㎞
離
れ
た
佐
世
保
引
揚
援
護
局
（
現
ハ
ウ

ス
テ
ン
ボ
ス
）
ま
で
の
道
の
り
を
徒
歩
で
移
動
し

た
の
だ
と
い
う
。
華
麗
な
建
物
が
並
ぶ
ハ
ウ
ス
テ

ン
ボ
ス
の
景
観
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
改
め
て
痛
感
。

記
念
公
園
で
は
不
思
議
な
い
で
た
ち
の
女
神
像
が

海
に
向
か
っ
て
微
笑
ん
で
い
た
。

さ
ら
に
針
尾
電
波
塔
へ
。
真
珠
湾
攻
撃
開
始
の

「
ニ
イ
タ
カ
ヤ
マ
ノ
ボ
レ
」
を
打
電
し
た
と
い
わ

れ
る
三
本
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
は
倒
れ
か
か
っ
て

く
る
よ
う
に
巨
大
で
あ
っ
た
。

（
中
野

和
典
）

第
一
〇
回
原
爆
文
学
研
究
会
報
告

二
〇
〇
四
年
三
月
二
〇
日
（
土
）
佐
世
保
工
業
高

等
専
門
学
校
多
目
的
教
室
で
開
催
し
た
第
一
〇
回
研

究
会
に
は
約
二
〇
名
が
集
い
ま
し
た
。

新
木
氏
の
研
究
発
表
で
は
「
単
線
的
な
歴
史
記
述

、

を
批
判
す
る
記
述
が
単
線
的
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
等
の
質
問
に
つ
い
て
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

中
原
氏
は
天
草
の
被
爆
者
に
注
目
し
熊
本
県
被
爆

者
相
談
所
を
訪
れ
た
結
果
報
告
か
ら
、
長
崎
市
内
の

学
校
の
被
害
状
況
に
話
題
を
展
開
。
資
料
と
し
て
示

さ
れ
た
完
全
手
書
き
の
地
図
に
、
数
字
か
ら
光
景
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
原
爆
を
考
え
よ
う
と
す

る
氏
の
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
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◇

研
究
発
表
１

封
じ
込
め
ら
れ
る
被
爆
の
記
憶

―

―

長
崎
の
都
市
開
発
と
被
爆
の
「
記
憶
の
場
」新

木

武
志

長
崎
市
は
、
大
正
期
以
降
、
浦
上
川
沿
岸
一
帯
を
工
業
地
域
及
び
住
宅
地
域

と
し
て
開
発
を
進
め
て
い
た
が
、
一
九
四
五
年
八
月
九
日
に
投
下
さ
れ
た
原
爆

は
こ
の
開
発
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
浦
上
地
区
を
壊
滅
さ
せ
た
。
戦
後
、
長
崎
市
は

国
庫
補
助
を
得
る
た
め
に
原
爆
被
害
を
強
調
し
、
一
九
四
九
年
に
「
国
際
文
化

都
市
」
と
な
っ
た
が
、
長
崎
市
に
よ
る
国
際
文
化
都
市
建
設
事
業
は
、
浦
上
地

区
の
住
宅
地
化
を
進
め
る
な
ど
大
正
期
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
長
崎
市
の
近
代

、

、

化
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
り

そ
の
な
か
で
浦
上
の
地
域
共
同
体
は
解
体
さ
れ

被
爆
者
は
放
置
さ
れ
て
い
た
。

一
九
五
四
年
三
月
に
ビ
キ
ニ
島
で
の
水
爆
実
験
に
よ
る
第
五
福
竜
丸
の
被
曝

に
よ
っ
て
広
島
・
長
崎
の
原
爆
被
害
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の

核
の
傘
の
下
に
お
か
れ
る
と
い
う
状
況
の
な
か
で
長
崎
の
被
爆
遺
構
は
撤
去
さ

れ
、
多
く
の
被
爆
者
は
差
別
と
貧
困
の
な
か
で
沈
黙
を
続
け
た
。
一
九
八
〇
年

代
に
な
り
世
界
各
地
で
反
核
運
動
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
長
崎
市
は
学
校
教
育

の
な
か
に
原
爆
に
つ
い
て
の
学
習
を
取
り
入
れ
、
被
爆
体
験
の
継
承
を
進
め
て

い
く
が
、
長
崎
の
被
爆
地
と
し
て
の
カ
リ
ス
マ
性
の
喪
失
が
危
惧
さ
れ
、
現
実

に
被
爆
体
験
が
切
実
に
受
取
ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
な
か

で
、
長
崎
市
は
被
爆
し
た
中
心
地
を
聖
域
化
し
て
い
く
と
と
も
に
、
日
本
の
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
へ
の
侵
略
・
加
害
の
歴
史
の
反
省
と
償
い
を
表
明
す
る
が
、
原

爆
投
下
を
侵
略
・
加
害
と
の
関
連
で
公
的
に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
す
る
こ
と
は
抑
圧

し
、
被
爆
地
ナ
ガ
サ
キ
の
聖
性
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
記
憶
を
排
除
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
長
崎
市
は
一
九
九
〇
年
頃
か
ら
、
長
崎
「
旅
」
博
覧
会
の
開

催
や
「
長
崎
市
都
市
景
観
条
例
」
の
制
定
「
道
路
愛
称
普
及
事
業

「
長
崎
市

、

」、

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
条
例
」
の
制
定
「
長
崎
歴
史
探
訪
路
事
業
」

、

な
ど
、
文
化
遺
産
や
歴
史
的
景
観
な
ど
を
利
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
出
島
や
幕
末
か
ら
明
治
期
の
居
留
地
跡
で
あ
る
南

山
手
と
東
山
手
な
ど
は
長
崎
の
歴
史
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
拠
り
所
と
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
は
長
崎
が
ア
ジ
ア
へ
の
帝
国
主
義
的
拡
大
の
拠
点
で
あ

っ
た
こ
と
や
被
爆
の
記
憶
が
排
除
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
現
在
の
長
崎
に
お
い
て
被
爆
の
記
憶
は
、
平
和
公
園
と
八
月
九

日
を
中
心
と
し
た
時
空
に
封
じ
込
め
ら
れ
「
願
い
」
や
「
祈
り
」
の
モ
ニ
ュ
メ

、

、

。

、

ン
ト
と
し
て
可
視
化
さ
れ
て
お
り

歴
史
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

そ
こ
で
は

な
ぜ
原
爆
で
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
や
差
別
や
貧
困

の
な
か
に
お
か
れ
て
き
た
被
爆
者
の
姿
が
抜
け
落
ち
、
平
和
公
園
一
帯
は
「
核
、

兵
器
の
廃
絶
と
世
界
平
和
を
祈
念
す
る
地
区
「
時
代
を
超
え
て
平
和
の
尊
さ
を

」

発
信
す
る
拠
点
」
と
し
て
非
歴
史
的
・
超
歴
史
的
な
聖
域
と
さ
れ
、
被
爆
遺
構

は
ま
ち
づ
く
り
の
資
産
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
被
爆
の
記
憶
は
政
治
的
・
経
済
的
状
況
や
国
際
関
係
を
反
映

し
て
さ
ま
ざ
ま
に
利
用
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
被
爆
の
記
憶
の

継
承
の
た
め
に
は
、
長
崎
の
歴
史
の
な
か
で
周
辺
化
さ
れ
て
き
た
浦
上
や
被
爆

者
の
生
活
史
を
組
み
込
ん
だ
長
崎
史
を
再
構
築
し
て
い
く
と
と
も
に
、
都
市
空

間
の
な
か
に
重
層
的
な
過
去
に
開
か
れ
た
「
記
憶
の
場
」
を
創
り
出
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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◇

研
究
発
表
２

天
草
と
長
崎
被
爆
者

―

―

ひ
と
は
ひ
と
り
と
し
て

中
原
澄
子

熊
本
県
に
住
む
被
爆
者
は
二
〇
九
八
名
。
う
ち
手
当
等
受
給
者
数
一
八
二
〇

名
。
天
草
の
被
爆
者
五
一
二
名
（
県
の
約
四
割
。
受
給
者
四
六
三
名
（
被
団
協

）

新
聞
二
〇
〇
三
年
七
月
六
日
。
全
都
道
府
県
の
被
爆
者
手
帳
所
有
者
数
二
七
九

）

一
七
四
名
（
二
〇
〇
三
年
三
月
末
厚
労
相

「
徴
用
「
学
徒
動
員
」
等
に
よ
る

）。

」

国
の
強
制
で
廣
島
・
長
崎
で
被
爆
し
、
ど
う
に
か
故
郷
や
近
郊
に
帰
る
こ
と
が

で
き
た
人
た
ち
で
あ
ろ
う
。

原
子
爆
弾
に
よ
っ
て
瞬
時
に
焼
死
し
た
人
、
三
日
後
、
五
日
後
、
一
年
後
、

二
年
後
、
あ
る
い
は
人
知
れ
ず
は
か
な
く
な
っ
た
人
は
以
上
の
数
に
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。
残
る
人
々
も
あ
れ
か
ら
五
十
九
年
を
経
て
、
未
だ
に
健
康
管
理
・

保
健
・
介
護
等
の
費
用
を
受
給
す
る
た
め
に
法
廷
で
争
っ
て
い
る
。

戦
争
を
始
め
た
の
は
国
で
あ
る
。
敗
戦
色
あ
ら
わ
な
一
九
四
五
年
。
七
月
二

。

（

）

六
日
に
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
発
表

最
高
戦
争
指
導
者
達
は
国
民

国
体
で
は
な
い

．
．

へ
の
責
任
を
ど
の
程
度
考
え
た
だ
ろ
う
か

本
土
決
戦
へ
向
け

皇
居
の
警
固
・

。

、

各
方
面
軍
の
編
成
替
え
を
す
る
う
ち
に
八
月
六
日
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
。
こ
の

十
二
日
の
空
白
に
日
・
米
英
・
中
・
ソ
各
国
は
ど
ん
な
動
き
を
し
た
か
、
特
に

米
の
企
図
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

私
は
今
年
一
月
末
熊
本
県
被
爆
者
相
談
所
を
訪
ね
た
。
午
前
十
時
か
ら
昼
ま

で
と
指
定
さ
れ
て
い
た
の
で
、
前
日
夕
刻
、
所
在
地
を
確
か
め
に
行
っ
た
。

〝
観
光
立
市
「
く
ま
も
と
」
都
市
宣
言
〞
な
る
大
き
な
看
板
が
十
四
階
建
て
市

役
所
の
横
に
立
っ
て
い
た

「
立
市
」
は
辞
書
に
な
い

「
被
爆
者
相
談
所
」
を

。

。

市
役
所
に
ま
ず
聞
き
に
行
っ
た
。
器
機
で
検
索
す
る
ま
で
は
よ
か
っ
た
が
、
わ

か
ら
な
い
と
言
う
。
日
暮
れ
ま
で
探
し
回
っ
た
。
表
通
り
に
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ

ー
と
あ
る
建
物
の
裏
へ
回
る
と
、
先
刻
見
過
ご
し
た
開
け
っ
ぱ
な
し
の
入
口
が

あ
っ
た
。
足
元
の
悪
い
地
面
、
古
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
を
背
に
倉
庫
様
の
事
務

所
は
あ
っ
た
「
熊
本
県
被
爆
者
相
談
所
」
の
看
板
が
あ
っ
た
。
〝
観
光
立
市
〞

。

と
は
こ
う
い
う
こ
と
な
の
か
と
納
得
し
、
熊
本
城
と
競
う
よ
う
な
大
き
な
市
役

所
を
見
上
げ
な
が
ら
宿
に
戻
っ
た
。

定
刻
に
訪
れ
る
と
、
筒
型
の
古
い
ス
ト
ー
ブ
を
中
に
当
番
の
三
人
の
役
員
が

慌
し
く
立
ち
働
い
て
い
た
。
深
堀
弘
泰
支
部
長
は
風
邪
で
青
ざ
め
た
顔
で
、
夕

刻
か
ら
菊
池
市
に
出
向
い
て
被
爆
を
語
る
要
点
を
ま
と
め
て
い
た
。
ス
ミ
ソ
ニ

ア
ン
航
空
宇
宙
博
物
館
に
展
示
さ
れ
た
Ｂ

エ
ノ
ラ
ゲ
イ
展
に
抗
議
に
行
っ
た

29

朝
長
民
子
さ
ん
も
当
番
だ
っ
た
が
、
声
を
か
け
る
ゆ
と
り
が
な
か
っ
た
。
深
堀

と
も
な
が

さ
ん
に
「
長
崎
で
爆
死
し
た
天
草
出
身
の
人
の
数
が
わ
か
り
ま
す
か

「
そ
の

、

。」

よ
う
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
ほ
か
に
は
」
と
聞
か
れ
、
被
団
協
の
歩
み
を
と

。

言
う
と
、
黙
っ
て
「
日
本
被
協
史
」
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
の
人
は
、
国

鉄
長
崎
管
理
部
所
属
、
長
崎
行
普
通
列
車
が
長
与
駅
に
停
車
中
、
橙
色
に
光
る

空
を
見
、
長
崎
の
情
報
を
聞
き
一
号
の
救
援
列
車
を
走
ら
せ
た
人
だ
（
長
崎
市

内
状
況
証
言
集
。
群
が
る
す
さ
ま
じ
い
様
相
の
被
爆
者
を
何
十
人
列
車
に
抱
え

）

。

、

。

入
れ
た
か
分
か
ら
な
い

と

そ
の
間
に

母
親
も
家
も
肉
親
も
な
く
し
て

―

「
被
爆
者
健
康
手
帳
」
を
交
付
さ
れ
た
の
が
平
成
四
年
七
月
だ
と
い
う
。
や
が

。

、

て
八
十
歳

次
々
に
役
員
が
亡
く
な
る
の
で
役
員
を
引
き
受
け
ざ
る
を
得
な
い

と
言
わ
れ
た
。

昼
食
に
誘
わ
れ
た
が
、
辞
退
し
、
も
う
一
人
の
私
と
同
世
代
の
男
性
が
手
に
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し
て
い
た
「
十
五
歳
の
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
」
そ
の
本
が
欲
し
い
と
い
う
と
「
紀
伊

、

國
屋
へ
案
内
し
て
」
と
言
わ
れ
、
礼
を
し
て
別
れ
た
。
残
念
な
が
ら
在
庫
が
な

か
っ
た
。
翌
日
小
倉
で
下
車
し
て
買
う
こ
と
が
で
き
た
。

当
時
長
崎
中
学
生
徒
だ
っ
た
人
の
、
全
長
崎
市
の
中
学
校
と
女
学
校
の
生
徒

の
被
爆
死
に
つ
い
て
、
生
徒
数
幾
人
中
幾
人
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
作
業
を
し

て
い
る
時
に
亡
く
な
っ
た
か
、
克
明
に
記
し
て
あ
っ
た
。
私
が
求
め
て
い
た
の

は
こ
の
よ
う
な
記
録
だ
っ
た
。
数
字
が
人
の
姿
を
想
像
さ
せ
る
も
の
と
し
て
立

ち
上
が
っ
て
き
た
。
三
菱
兵
器
製
所
の
ど
の
部
署
で

。
昼
近
い
炎
天
下
プ

―

ー
ル
に
跳
び
込
ん
で
瞬
間
火
膨
れ
に
な
っ
た
小
学
校
の
男
の
子
た
ち

長

、

。『
―

崎
市
制
六
十
五
年
史
』
の
引
用
が
多
か
っ
た
の
で
、
せ
め
て
、
国
民
学
校
・
高

等
科
の
被
爆
者
数
だ
け
で
も
と
、
小
倉
中
央
図
書
館
に
通
い
つ
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。彙

報

第
一
〇
回

原
爆
文
学
研
究
会

○
日
時

二
〇
〇
四
年
三
月
二
〇
日

一
四
時
よ
り

（
土
）

○
会
場

佐
世
保
工
業
高
等
専
門
学
校
多
目
的
教
室

○
内
容

研
究
発
表

「
封
じ
込
め
ら
れ
る
被
爆
の
記
憶
」

―

―

長
崎
の
都
市
開
発
と
被
爆
の
「
記
憶
の
場
」

新
木
武
志

―

―

天
草
と
長
崎
被
爆
者

ひ
と
は
ひ
と
り
と
し
て

中
原
澄
子

○
懇
親
会

（
一
八
時
半
よ
り
）

機
関
誌
「
原
爆
文
学
研
究
」
第
三
号
原
稿
募
集

本
研
究
会
が
年
に
一
回
発
行
し
て
い
る
「
原
爆
文
学
研
究
」
第
三
号
の
原
稿

を
左
記
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。
こ
の
機
関
誌
に
は
「
原
爆
文
学
」
の
評
論
の

他
、
エ
ッ
セ
イ
も
掲
載
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
投
稿
下
さ
い
。

記

○
書

式

縦
書
き
、
三
〇
字
×
二
四
行
、
二
段
組
。

○
投
稿
締
切

手
書
き
や
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
原
稿
で
の
投
稿
の
場
合
は
二
〇
〇

四
年
六
月
中
旬
、
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
（

か
一
太
郎
）
を

W
ord

添
付
し
て
の
投
稿
の
場
合
は
六
月
末
日
。

○
発
行
経
費

投
稿
者
は
、
各
自
の
原
稿
一
頁
（
機
関
誌
の
書
式
に
て
）
に
つ

き
、
一
、
〇
〇
〇
円
を
発
行
経
費
と
し
て
負
担
す
る
。

○
投
稿
宛
先

原
爆
文
学
研
究
会
事
務
局
（
住
所
・
連
絡
先
は
会
報
末
。
デ
ー

）

タ
フ
ァ
イ
ル
の
場
合
は
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
原
稿
を
添
え
て
郵
送

し
て
下
さ
い
。

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
長
く
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
「
原
爆
文
学
研

編
集
後
記

、

（
Ｎ
）

究
」
第
三
号
へ
の
ご
投
稿
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

原
爆
文
学
研
究
会
事
務
局

発
行
元

８
１
１
―
６
５
２
０

４
―
２
―
１

〒

福
岡
市
中
央
区
六
本
松

九
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大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
院
花
田
俊
典
研
究
室
内
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